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校内の様子 うれしい話しがありました

まだまだ、新型コロナウイルス
感染症への対策は続いています。
「手指消毒」、「手洗い」を
徹底しましょう。
今年度１年間はこのままかも
しれません。
「やーなれーる ふかなれー
（家習る 外習）」
意味：家での行いや習慣は、
外に出た時に表れる

マナーなど自然にできることが
素晴らしいと思います。

● 手洗いは続けていますか？
● ソーシャルディスタンスの決まりは守れています

か？

マスクについては、皆さんきちんと付けているようで
すが、手洗い及び手指消毒はとても大事なことです。
割と口元などは無意識的に手で触るようなので、顔

を洗うことも必要です。

【中学棟】
中学棟の掲示板に下記の掲
示物があります。
今取り組んでいることです
が、当たり前の事です。

この当たり前のことが当た
り前にできることが大事で
す。
■ 凡事徹底 ■ です。

また、「思いやり算」も人
として幸せに生きるために
は、必要なことでとても大
事なことです。

先日のことです。
浦添市に住むある方から、手紙をもらいました。読

んでみると、本校の生徒にとても感謝しているとの内
容でした。
ある日、山内にある音楽教室で娘のレッスンのため、

息子(小３)と３人で来ていたが、息子が一人でファミ
マまで行けるというので、買い物に行かせたそうです
(午後７時頃)。徒歩５分ほどの距離なので、大丈夫だ
ろうと息子を信じ、一人で行かせたそうです。しかし、
なかなか戻ってこないものだから、ファミマの店員へ
聞いたところ、既に買い物をして帰ったと言うことで
した。「大変なことに巻き込まれてやしないか。」と
心配になり、大声で息子の名前を叫びながら、辺りを
捜していたらファミマの近くの信号に立っているのが
見えたそうです。一目散で駆け寄り、安堵感と自責の
念からか泣いてしまったそうです。「怖かった。怖
かった」と抱きついて震えている息子と泣いている母
親に「良かったです！」と笑顔でいてくれ、「小さい
子がＴカードと買い物袋を持って泣いていたので、た
だ事じゃないと思って・・。」と本校の生徒は話して
いたそうです。
その時は、ただただ「ありがとうございます」と繰

り返すだけで、お礼をすることもできず、どうにか名
前と学校を聞いて、震える手で携帯にメモを取ったそ
うです。
後で、息子から話しを聞くと「泣いていたら、お兄

ちゃんが『どうしたの？』と声をかけてきて、『道に
迷った』と言ったら、『お兄ちゃん、バスを待ってい
るけどまだ時間があるから一緒に探そうか』と行って
くれ、おんぶもしてくれた。陸上部と行ってた」
と、話しを聞いたそうです。

お母さんによると、「球陽高校２年生の○○○君が
御校の校訓『進取』にぴったりの生徒さんだというの
が伝わりました」とのこと。「学業だけでなく、周囲
を見て状況に見合った行動が取れる愛のある子だと関
心しました。○○君のご両親が日頃より愛情をかけて
育てられていらっしゃる事、そして○○君自身が苦労
され、その困難を乗り越え逞しく優しく育っているの
ではと勝ってながら推測しています。」と○○君の行
動に心から感銘を受けたと御礼の品を受け取りました

それぞれが実行できるように頑張りましょう。

このような素晴らしい行
動に私も感動し、誇りに
思っています。○○君あり
がとうございました。右の
絵はその子からの御礼だそ
うです。感謝状を差し上げ
たいと考えています。


